
【受賞紹介】

2005年度代数学賞

年代数学賞は，中村郁氏（北海道大学大学院理学研究科）と松本耕二氏 名古屋大学大2005 (
学院多元数理研究科 のお二人が受賞されました．以下にお二人の業績を紹介します．)

中村郁氏「アーベル多様体のモジュライ空間とヒルベルト概型の研究」

最近 年ほどの間の中村郁氏の業績は大きく２つにわけられます．10
① アーベル多様体のモジュライ空間のコンパクト化：

代数幾何学において，モジュライ空間は基本的な研究対象です．しかし，それに代数幾何学の

手法を有効に適用するには，モジュライ空間のコンパクト化，しかも付加する点がモジュライ

P. Deligne D.的特徴付けを持っていることが重要です 幾何学的コンパクト化 そのため 氏（ ）． ， ，

氏による代数曲線のモジュライ空間の幾何学的コンパクト化以来，種々のモジュラMumford
イ空間のコンパクト化が研究されてきました．アーベル多様体のモジュライ空間の場合には，

， ．佐武コンパクト化が知られていましたが それは前述の意味で幾何学的ではありませんでした

幾何学的コンパクト化を構成するのに，基本的にはモジュライ空間上の任意の（開）曲線に沿

「 」 ， ，っての極限点に幾何的対象を 自然に 対応させることができればよいのですが それ以前の

氏 浪川幸彦氏，中村氏， 氏・ 氏らによる研究では，極限とMumford , G. Faltings C.-L. Chai
なる幾何的対象を種々定義できていたものの，どれが自然かわからず，そもそも自然な幾何的

対象の存在自体も不明でした．中村氏は 氏と共同で，中村氏・浪川氏が 年頃V. Alexeev 1980
までに見つけていた対象の代数化に成功しました ．これが重要な躍進となり，幾何学的(1999)
コンパクト化についに成功しました 中村 ．( 1999, Alexeev 2002)
② の 対応に関する研究：C G McKay

（ 次元 として， の有限部分群 に対して， の最小特異点解消をn=2 2 ) SL(n, )C CG Y= G
とすると， の（非自明な）既約表現と の例外因子の間の対応（ 対応）がf : X Y G f→ McKay

知られていましたが，その高次元化 ≧ はオイラー数予想などと関係し，重要な問題でし(n 3)
た． 次元 では，最小特異点解消は，極小モデル理論においてクレパント特異点解消とn=3 (3 )
よばれるもので置き換えて， 対応の定式化が予想されていました． のクレパント特異McKay Y

G G点解消は 年代になって の型に応じた議論により存在が証明されましたが さらに1990 ， ， ，

によっては複数個のクレパント特異点解消が存在するなどの困難がありました．中村氏は伊藤

由佳理氏と共同で，曲面のヒルベルト概型の視点で２次元の 対応を精密化しましたMcKay
．さらに，中村氏は３次元で が可換の場合には， ヒルベルト概型がクレパント特異(1996) -G G

点解消となることを証明し， が非可換の場合も同様であろうと予想しました．これにより，G
クレパント特異点解消の選択に絡む曖昧さがなくなり， 次元の場合の定式化が大きく進展し3
ました．まず，伊藤氏・中島啓氏により，議論が改良され， 群を用いた定式化がなされましK
(2000) T. Bridgeland A. King M. Reid -た ．最後は， 氏・ 氏・ 氏により，３次元の場合には G

ヒルベルト概型がクレパント特異点解消となること（中村予想の解決 ，さらに導来圏を用い）

た 対応の定式化が確立されました ．この ヒルベルト概型の導入は中村氏によMcKay (2001) -G
る重要な寄与です．

①，② の何れの業績も，一貫してモジュライ的視点により本質的な寄与がなされており，

代数学賞を授与するのにふさわしいものであります．

松本耕二氏「ゼータ関数の解析的挙動の研究」

ゼータ関数は素数の分布状態を調べるためにオイラーが導入した特殊関数で，その関数論的

な性質が整数論的な問題にしばしば大きな知見をもたらすことは，よく知られています．そこ

で解析的整数論では，ゼータ関数やＬ関数，その他様々な方向に一般化されたゼータ関数の解
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析的な性質を詳しく調べることが，中心的な研究テーマになっています．

， ．松本耕二氏はこれまで一貫して 種々のゼータ関数の解析的な挙動について調べてきました

その研究は，大きく四つに分けることができます．

① ゼータ関数の値分布理論の精密化と一般化

② ゼータ関数やＬ関数などの二乗平均についての結果

③ ゼータ関数の の理論の一般化Universality
④ 多重ゼータ関数に関する結果

これらはいずれも，ゼータ関数のとる値の分布のもつ不思議な性質を関数論的な手法を使い，

確率論的な視点から詳しく調べた研究だといえます．ゼータ関数にまつわる問題で一番重要な

のは零点の分布で，これが素数分布に重要な影響を持ち，ひいてはリーマン予想を生んだこと

は有名ですが，これ以外にもゼータ関数には非常に面白い性質がたくさん知られています．

ゼータ関数の零点問題は「０という値のゼータ関数による逆像」を考えているわけですが，

では値域を拡げて「ある領域のゼータ関数による逆像」を考えるとそれはどう分布するのか？

Bohr Universalityこれが ① の値分布理論の問題意識で， が始めた理論です．また，③ の

の理論とは 「コンパクト集合内で正則な関数はほとんどすべて，ゼータ関数の平行移動によ，

って一様近似できる」ことを主張するもので， 年頃に によって指摘された不思1975 Voronin
議な性質です．

松本氏はこうした古典的な理論を見直し，① においては の理論の精密化・一般化に成Bohr
功しています その結果 がその存在だけを示していた密度に関して 特別な場合に 密． ， ， 「Bohr
度の漸近的挙動まで求めることができる」というような興味深い進展がありました．② は，

1950σをあらかじめ固定した実数として の値を詳しく計算する問題です．

年頃 は，ゼータ関数の σ＝ と言う 上での挙動を調べる目的で，Atkinson 1/2 (critical line )
現在 の方法と呼ばれている新しい方法を導入し，注目すべき結果を得ました．松本Atkinson
氏は の方法をσ＝ 以外の値に対して拡張し，一般のσに対して二乗平均の式をAtkinson 1/2
得ています．このときの研究から，松本氏は「ゼータ関数では σ＝ の線を境にして，何3/4

1/2か質的な変化が起きているらしい」という興味深い指摘をしています．ゼータ関数が σ＝

の線で折り返しの構造を持つことは関数等式が証明されたときから指摘されていたことです

が，なぜ にも質的な変化があるのか，まだその真の理由は分かっていません．近年の整数3/4
論の広がりによって，ゼータ関数の種類は多種多様に増えています．そうした新しいゼータ関

数についても古典的な の理論や の方法， の理論があてはまるかBohr Atkinson Universality
どうかについて，松本氏は①②③の中でそれを精力的に調べてきました．こうした仕事は，値

分布理論と 理論の関係など，理論間の関係を明らかにしていく上でも大変興味Universality
深いものです．

④の多重ゼータ関数は近年活発に研究されているテーマですが，松本氏は多重ゼータ関数を

「古典的な のゼータ関数のある一般化」という視点から捉えており，最近はBarnes
積分などを用いて解析的な研究を進めています．Mellin-Barnes

以上の結果を見てわかるとおり，松本氏は古典的な大理論を精密化することから始めて，そ

れを広い範囲のゼータ関数に一般化し，それによって理論間の関係を探っていく方法をとって

います．値分布論， の理論，いずれもゼータ関数の確率論的な現象を巧妙に捉えUniversality
た不思議な結果ですが，こうしたものに新たな光を当て，それを精密化・一般化したことは非

常に重要で，松本氏の一連の研究はまさに代数学賞にふさわしい画期的なものと言えます．

（代数分科会評議員 吉野 雄二，岡山大学大学院自然科学研究科）
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